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でこの「涙を流す小犬２」を含んでいたのは、残されている文献から見る限りでは、パハ
ラヴィー語版祖本から作られたアバーン・ラーヒキーの『シンドバードの書』しか考えら
れない。それ以外に痕跡は残されていないのである。つまり、アバーン・ラーヒキーが祖
本であるパハラヴィー語版『シンドバード物語』をアラビア語に訳したのは事実であった
のであり、その訳本は北アフリカを経由して、『百一夜物語』に収められた、小本を根幹
として広本から「象 elephantus」を採り込んだ「シンドバード物語」32）に材源を供給し、
遙々とスペインにまで渡ったことになる。ペトルス・アルフォンシが『知恵の教え』を編
纂した12世紀初頭にはスペインにあったのだ。そう推定しなければ、なぜペトルス・アル
フォンシ『知恵の教え』に「涙を流す小犬２」が流入したのかという謎が解けないのであ
る。単純に『シンドバード物語』に由来すると言うだけでは済まない深い意義を持つ問題
なのだと思われる。
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